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剣
法
の
起
こ
り
は
、
身
を
護
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
我
が
身
に
危
害

を
加
え
な
い
者
に
対
し
此
方
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
る
こ
と
は
剣
の
道
か
ら
す
れ

ば
理
不
尽
で
あ
る
。
ま
ず
身
を
大
事
に
す
る
。
そ
れ
に
対
し
相
手
が
無
理
無
体

に
危
害
を
加
え
て
く
る
場
合
に
は
そ
れ
を
答
（
と
が
）
め
る
。
そ
の
た
め
の
心

術
、
技
術
の
錬
磨
が
道
の
本
来
の
姿
で
あ
る
。
静
か
な
姿
の
中
に
、
常
に
百
倍
、

二
百
倍
の
気
力
と
動
き
を
蓄
え
て
い
る
。
そ
れ
が
「
頭
上
満
々
、
脚
下
満
々
」

の
気
力
を
蔵
し
た
姿
で
あ
る
。
五
輪
書
「
水
の
巻
」
に
、
「
五
つ
の
お
も
て
の

次
第
、
第
一
の
事
」
か
ら
「
お
も
て
第
五
の
次
第
の
事
」
ま
で
五
本
の
形
の
解

説
が
懇
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
度
読
み
返
し
て
も
形

に
な
ら
な
い
。
五
方
の
形
の
一
方
も
形
に
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
道
の
先

人
先
達
か
ら
手
取
り
足
取
り
し
て
伝
え
受
け
な
け
れ
ば
伝
統
の
伝
承
は
で
き
な

い
も
の
と
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
流
祖
に
し
て
か
ら
「
水
の

よ
く
よ
く

巻
」
に
限
ら
ず
各
章
の
句
切
り
に
は
、
「
能
々
吟
味
す
べ
し
」
「
能
々
鍛
錬
す
べ
し
」

「
能
々
心
得
べ
き
も
の
」
と
一
層
の
鍛
錬
の
声
を
か
け
て
く
れ
て
い
る
。
五
方

の
形
は
流
祖
新
免
武
蔵
玄
信
が
修
行
の
集
大
成
と
し
て
完
成
さ
せ
た
形
で
次
の

五
本
か
ら
な
る
。

（
５
）
五
方
の
形
に
つ
い
て

古
武
道
に
学
ぶ
第
３
回

〃
一
｝
｜
■
」
｜
更
蔬
の
世
界
（
下
）

４

一
、
喝
咄
（
か
つ
と
つ
）
切
先
返
し

二
、
義
談
（
ぎ
だ
ん
）
の
構
え

中
段
の
構
え

上
段
の
構
え
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ｰ

（
６
）
二
天
一
流
が
熊
本
に
残
さ
れ
た
い
き
さ
つ

流
祖
、
新
免
武
蔵
（
１
５
８
４
～
１
６
４
５
）
は
５
７
歳
か
ら
６
２
歳
で
没

す
る
ま
で
熊
本
で
過
ご
し
た
。
そ
の
間
、
習
得
し
た
兵
法
の
集
大
成
を
五
輪
書
、

独
行
道
に
書
き
顕
し
、
こ
こ
に
二
天
一
流
五
方
の
形
を
完
成
さ
せ
た
。
爾
来
、

二
天
一
流
野
田
派
と
し
て
熊
本
県
剣
道
連
盟
に
て
保
全
、
管
理
に
努
め
て
き
た
。

以
降
の
保
全
発
展
を
充
分
な
ら
し
め
る
た
め
、
剣
道
範
士
一
川
格
治
を
十
七
代

師
範
と
し
流
儀
を
継
承
し
熊
本
武
道
館
に
て
指
導
普
及
さ
せ
て
き
た
。
現
在
は

熊
本
県
剣
道
連
盟
が
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。

こ
の
五
本
の
形
は
、
荒
々
し
き
、
激
し
さ
等
は
な
く
あ
た
か
も
能
の
舞
の
如

く
静
か
な
動
き
の
中
に
、
「
頭
上
満
々
、
脚
下
満
々
」
の
「
気
」
と
「
一
寸
の

見
切
り
」
「
五
分
の
見
切
り
」
の
問
答
を
表
す
形
で
あ
る
。
使
用
す
る
木
剣
は

大
刀
が
「
三
尺
三
寸
五
分
」
、
小
刀
が
「
二
尺
」
。
軽
く
薄
い
樫
材
を
用
い
る
。

こ
れ
は
腕
力
を
つ
け
る
意
は
な
く
、
太
刀
の
道
筋
を
よ
く
知
ら
せ
る
た
め
に
工

夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

流
祖
、
新
免
武
蔵
に
関
係
す
る
木
剣
は
３
種
類
あ
る
。

一
つ
は
、
二
天
一
流
、
五
方
の
形
稽
古
に
用
い
る
木
剣

へ
ラ
と
称
す
る
。
大
刀
二
本
、
小
刀
一
本
。
大
刀
の
長
さ
は
三
尺
三
寸
五
分

（
一
○
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
小
刀
の
長
さ
は
二
尺
（
六
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
。

軽
く
薄
い
白
樫
づ
く
り
。

二
つ
は
、
佐
々
木
小
次
郎
と
の
立
会
木
剣

（
７
）
新
免
武
蔵
の
木
剣

汽四三
、 、 、

右重水
直氣形
へへへ

うじす
ちゆい
ようけ
くきい
…－ｰ

一

ー

の
構
え

の
構
え

の
構
え

下
段
の
構
え

左
脇
の
構
え

右
脇
の
構
え
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の
長
所
を
知
ら
せ
る
た
め
に
『
二
刀
一
流
』

と
称
す
る
」
と
説
い
て
い
る
。
流
儀
の
初
心

者
は
右
手
、
左
手
と
も
不
自
由
な
く
使
え
る

よ
う
に
鍛
錬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

訓
練
が
大
切
で
あ
る
。
武
士
が
一
命
を
捨
て

る
時
は
、
「
道
具
」
は
残
さ
ず
役
に
立
て
た

（
８
）
二
天
一
流
と
二
刀
一
流

五
輪
書
は
、
「
万
事
に
於
い
て
我
に
師
匠
な
し
、
こ
の
書
を
作
る
と
い
え
ど

も
仏
法
、
儒
道
の
古
語
を
も
か
ら
ず
軍
記
、
軍
法
の
古
き
こ
と
も
用
い
ず
」
と

自
信
に
満
ち
て
そ
の
神
髄
を
伝
え
て
い
る
。
二
天
一
流
は
流
名
を
二
刀
一
流
と

も
称
し
て
い
る
の
で
、
常
に
手
に
大
小
の
二
刀
を
持
つ
双
刀
術
と
受
け
取
ら
れ

る
が
、
真
意
は
「
武
士
は
将
卒
と
も
に
二
刀
を
帯
び
て
い
る
。
こ
の
刀
、
脇
差

八
代
城
主
、
長
岡
佐
渡
守
興
長
の
孫
が
武
蔵
に
「
巌
流
と
の
立
会
の
木
剣
は
？
」

と
質
問
し
た
折
、
「
実
物
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
白
樫
の
棒
を
削
り
、
長
さ
四

尺
一
寸
六
分
（
一
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
重
さ
二
二
○
匁
（
八
二
五
グ
ラ
ム
）

の
木
剣
を
創
り
あ
げ
た
。
こ
の
レ
プ
リ
カ
が
三
菱
武
道
場
「
思
斉
館
」
神
前
に

展
示
さ
れ
て
い
る
（
写
真
）
。
因
み
に
小
次
郎
の
「
物
干
竿
」
の
長
さ
は
、
三

尺
二
分
（
束
一
尺
と
し
て
一
二
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
。

三
つ
は
、
霊
厳
洞
展
示
木
剣

長
さ
四
尺
一
寸
六
分
、
重
さ
三
八
○
匁
（
一
四
二
五
グ
ラ
ム
）
。
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（
９
）
お
わ
り
に

五
輪
書
の
終
わ
り
に
は
、
「
よ
く
よ
く
鍛
錬
あ
る
べ
き
事
」
、
「
よ
く
よ
く
吟

味
あ
る
べ
き
こ
と
」
と
の
文
言
が
少
な
く
な
い
。
「
千
を
殿
と
言
い
満
を
錬
」

と
伝
え
た
先
哲
の
励
ま
し
に
は
血
の
猿
（
た
ぎ
）
る
思
い
が
す
る
。
我
々
、
道

の
修
行
者
は
、
過
去
か
ら
引
き
継
い
だ
文
化
を
現
代
に
ど
う
活
か
し
次
の
時
代

に
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
か
？
そ
の
内
容
と
方
法
の
充
実
が
．
大
事
」
で

あ
る
と
の
認
識
を
深
く
真
蟄
に
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
個
人
と

し
て
も
民
族
と
し
て
も
リ
レ
ー
選
手
の
如
き
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思
う
。
私

は
私
の
レ
ー
ン
を
懸
命
に
走
る
。
そ
し
て
、
上
手
に
次
の
選
手
に
バ
ト
ン
を
渡

す
役
割
を
果
た
し
た
い
と
願
う
。

い
も
の
で
あ
る
。
道
具
を
役
立
た
せ
ず
腰
に
お
さ
め
た
ま
ま
死
ぬ
と
い
う
こ
と

は
不
本
意
で
あ
ろ
う
。
剣
の
技
法
の
面
か
ら
言
え
ば
両
手
で
刀
を
持
ち
、
自
由

自
在
に
行
動
す
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
鎗
（
や
り
）
、
長
刀
の
よ
う
な
大

道
具
は
別
と
し
て
、
太
刀
、
脇
差
は
い
づ
れ
も
片
手
に
て
持
つ
道
具
で
あ
る
。

片
手
打
ち
の
武
具
で
あ
る
。
刀
を
両
手
で
持
っ
て
不
都
合
な
こ
と
、
馬
上
駆
け

走
る
時
、
沼
地
、
坂
道
、
人
混
み
、
両
手
に
太
刀
を
持
つ
こ
と
実
の
道
に
あ
ら

ず
。
も
し
片
手
に
て
打
ち
殺
し
難
き
時
は
両
手
に
て
打
（
う
ち
）
と
む
べ
し
。

手
間
の
入
る
こ
と
に
て
も
あ
る
べ
か
ら
ず
。
ま
ず
片
手
で
大
刀
を
振
り
習
わ
せ

る
た
め
に
二
刀
と
し
て
振
り
方
を
覚
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
太
刀
は
広
い
と
こ

ろ
で
使
い
、
脇
差
は
狭
い
と
こ
ろ
で
使
う
の
が
理
に
合
っ
て
い
る
。
長
い
も
の

で
も
勝
ち
、
短
い
も
の
で
も
勝
つ
。
長
短
を
問
わ
ず
勝
つ
こ
と
を
得
る
「
心
と

技
」
を
学
び
と
る
の
で
あ
る
。
大
小
長
短
に
と
ら
わ
れ
ず
臨
機
応
変
に
対
応
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
二
刀
を
用
い
る
真
意
は
持
て
る
道
具
、
手
段
を
フ
ル

に
活
用
し
勝
つ
の
で
あ
り
、
左
右
の
手
を
自
由
自
在
に
使
い
こ
な
す
た
め
、
鍛

錬
す
る
の
で
あ
る
。
学
問
に
、
仕
事
に
、
世
に
処
す
る
方
法
に
、
持
っ
て
い
る

力
を
十
二
分
に
活
用
せ
よ
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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